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提言

電子キーボードに求めるもの
～自立的な音楽の学習によりよく貢献できる電子キーボードの実現に向けて～

仁田 悦朗

１．自立的な音楽の学習とは

生涯学習社会は、「いつでも・どこでも・

誰でも」自己の関心事に向き合い、学びを展

開し生涯にわたって「いっそう自分自身にな

っていくこと」を求めて成長し続けることが

可能な社会の実現をめざし、それぞれに学習

を展開できる環境を整えることが社会の責務

であるとする理念をベースにしている。

生涯学習社会における学習の主体は、子ど

もから大人まで、生涯を生きるすべての人間

である。定年退職後長い人生を生きることに

なる熟年層にとって可処分時間をどう生きる

かは幸せに満ちた人生を考える上で大きな問

題であるが、そうした人々もやり甲斐のある

学びを展開し、生き生きと充実した人生を送

ることができるよう、「学んでよい社会」「学

べる社会」こそが生涯学習社会がめざす姿な

のである。

そこでは、「教えてもらって習う」ことに

ウェイトがかかっていた従来の学習観から、

「自ら探り身につける」ことが人間にとって

自然な学びの姿である、という広げられた学

習観への転換をベースにした基本的な考えが

重視されている。いわば、自立した「主体的

な学び手」としての人間の育成が求められて

いると言えるし、それが「充実した幸せな人

生を」つくりあげ、ひいてはよりよい社会の

実現につながるであろうという理念に基づい

ているのである。

自らの手で探り・考え・試行・検証して、

自分にとってかけがえのない知識や技術を身

につけ、自己をつくりかえていくためには、

自分自身の学習の成果を批判的にチェックし

たり振り返ったりして見直す力や、問いを発

しねばり強く取り組むことのできる力など

「自己統制」的な力や構えが不可欠である。

そのようにメタ認知の働きを十分に発揮しな

がら、学習を創造的につくりあげていく姿を

ここでは「自立的な学習」と呼んでいるが、

それは音楽の学習においても求められている

姿だと言って良い。それはまた、自己制御し

ながらよりよいものをめざすという意味で、

自律的な学習の姿と言い換えても良いと考え

ている。

自立的な音楽の学習の姿の諸相を列記する

と次のようになるであろう。

・学習者が自己の学習をコントロールし、自

己統制的に学習すること

・学習者が「学習の方向や学習の成果、到達

点」を見通し、学習すること

また、そのことで効力予期を実感しあるいは

獲得しつつ学習を進めること

・技術（演奏技能）の優劣や有無にかかわり

なく、その人なりの音楽への参加の仕方で音

楽に参加し、参加することを通して音楽への

参加の仕方や音楽の意味、音楽の楽しみなど

について「無理なく」「自然に」「学ぶ」こ

とができ、結果として音楽の表現技能や表現

方法について学びとる仕方で学習すること

・音楽に直接働きかける行為を通して、さま

ざまな様式に対する理解を深め、いっそう主

体的な学び手として創造的に音楽にかかわろ

うとすること

そのような自立的な音楽の学習を可能に

し、音や音楽について考え、さらに音楽する

ことの意味について学び取る学習を可能にす

る環境を提供することにこそ、電子キーボー

ドの存在意味があると考えているが、より活

用の幅を広げていく上で今後どのような機能

を備えた電子キーボードの出現が待たれるか
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について考えてみたい。

２．自立的な学習を可能にする環境としての

電子キーボードの要件

（１）電子キーボードに望まれる要件

自立的な学習をより可能にするこれからの

電子キーボードに望まれる要件を列挙し、そ

の理由を述べてみたい。

ア、どのような価格帯の製品であれ、GM、

GM2 規格の音源を採用していること。

MIDI データを再生する際に、その再生音

は楽器の持つ音源の規格によって左右され、

忠実な演奏が期待できない場合もある。学習

者（表現者）の意図が損なわれずに再生され

ることは、学習者の達成感を高めてくれるだ

けでなく、よりよいものをめざそうとする意

欲の醸成にもつながる。忠実な再生を期する

上で、どのような音源による MIDI データに

も対応できていることが望ましい。

イ、外部記憶装置として、SD カードあるい

は USB メモリーなどのストレージを装備し

ていること。

SAVE、LOAD の効率をよくするためにも、

FDD の使用は避けたいところである。

フラッシュメモリーであれば、容量も大き

く（現在は１GB や２GB が主流）、しかも瞬

時に書き込み・読み込みをすることが可能な

ことから、学習に支障をきたさずにデータの

活用を図ることができる。

ウ、PC との親和性を高めるために PC と USB

接続による交信を可能にする。

MIDI データを積極的に活用し、音楽の学

習に生かすために PC との親和性を高めてお

くことは重要である。MIDI 端子を介して PC

と接続することは可能であるが、PC の状態に

よっては不安定であることも否めない。そこ

で高速通信が可能な USB を介して、直接 PC

に接続できれば高速安定通信が可能になり、

学習者に負担をかけることも支障を及ぼすこ

ともなくなるであろう。将来的には、ネット

を積極的に活用するために LAN に対応でき

る仕様の出現も予想される。LAN の使用が可

能になれば簡易 M.L.のシステムを学校独自

で構築することも可能になるであろうし、イ

ンターネットを介した「自己学習」も可能に

なり、大いに活用が期待できる。

下の写真はヤマハの電子ピアノで採用され

ている USB メモリ端子である。1

しかも、この端子は USB TO DEVICE とし

てだけではなく、USB TO HOST としての機

能も併せ持っている。すなわち、直接 PC に

接続してデータのやりとりができるし、その

PC がネットに接続されていればネット上で

の学習も可能だということである。2

エ、音色の作成や編集にかかわる操作は、ハ

イブリッド操作を前提にすること。

音源はデジタルでも、操作手段はアナログ

によるというハイブリッドな仕様が垣根を低

くし、人間的な操作の余地を広げることがで

きる。音色の作成や編集は、安価なキーボー

ドであっても操作できるようになっているこ

とが望ましい。しかもそれがアナログな操作

で出来るとあれば、学習者にとって活用の幅

が広がる。

オ、楽譜表示の可能な液晶ディスプレイを

装備すること。

記憶装置から読み込んだ MIDI データやキ

ーボードに装備されたシーケンサー機能を駆

使して作成されたデータが液晶ディスプレイ

によって楽譜として表示されれば、学習者は

「目と耳」で確認しながら学習に取り組むこ

1
ヤマハ DGX630

2
USB TO HOST の機能を併せ持った USB 接続端子は、ロー

ランドの電子ピアノ HPi-6s、HPi-7s にも装備されている
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ローランド HPi-7s

とができる。

カ、自己学習の可能な「練習機能」を備え

ること。（詳細は後述）

（２）音源について

現在、電子キーボードが採用している音源

フォーマットは、GM、GM2、GS、XG の 4

種であるが、いずれも GM(General MIDI)に

準拠したフォーマットである。

GM2 は、GM の同時発音数や音色数など

の機能を拡張したフォーマットであり、GS

は GM の機能を拡張させたローランド社の

音源フォーマット、XG は同様の対応を図っ

たヤマハの音源フォーマットである。

どの音源フォーマットを使用して MIDIデ

ータを作成するかは、データ作成時にエクス

クルーシブにどのフォーマットを使用する

かのコマンドを書き込んで設定することに

なるが、そうして作成された MIDI ファイル

を再生しようとする際、再生に使用するキー

ボードがその音源フォーマットに対応して

いなければ忠実な再生は期待できない。

しかし現在は、ほとんどのキーボードがこ

れらの音源に対応していることからそうし

た心配は無用であるかのように見える。だが

対応していることが仕様で謳われていても、

それぞれの音源フォーマットのバージョン

によっては、再生されるサウンドや表情に違

いが生じ、作成者の意図が生かされないこと

が多い。

そこで、どのような機種であれ、各種音源

フォーマットに対応した音源を採用し、SMF

のエクスクルーシブデータに書き込まれた

音源フォーマットに関するコマンドを正確

に読み取り、該当する音源で正しく再生され

る仕様になっていることが望まれる。

指導者の意図や学習者の学習意欲を損な

わないことを一義にするのであれば、めざし

たサウンドや表情が意図通りに再現される

ことがキーとなるからである。

採用されている音源フォーマットの違い

と機器に搭載されているソフトウェアの違

いから、同じ音源を使用した MIDI データで

あるにもかかわらずそのサウンドや表情に

齟齬が生じることが多い中、ローランド社の

電子ピアノ「HPi-7､6」シリーズでは、そう

した状況を避けることのできる仕様になっ

ており、GS のデータであれ XG のデータで

あれ忠実に再現が出来ている。

このことは、機器が内蔵している音源によ

ってサウンドや表情に多少の違いが生じる

のは「当然」あるいは「致し方のないこと」

と諦めていた人間にとっては、驚くに値する

事態である。

なぜそうしたことがうまく実現できてい

るのかについて、詳細に調査をしたわけでは

ないので不明ではある。

しかし、もしそれが搭載されたソフトウェ

アの精度や仕様の違いによるものであると

すれば、どの楽器メーカーでも対応可能なは

ずである。サウンドや表情に違いが生じ、忠

実に再生されない原因がソフトウェアによ

るものであるとすれば、ソフトウェアを書き

換えることで対処できるはずで、ことさらに

製造価格に影響を及ぼす新しいハードの増

設をしたりせずとも良いからである。

そうしたことへの対応を各メーカーが展

開し、どのような音源フォーマットのもとで

作成された MIDI データであれ、忠実に再生

されるようになれば学習者の意欲をそがずに

学習できる環境を構成することにつながる。
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是非そうした対応を図ってもらいたいもので

ある。

また、その MIDI データを再生する際の同

時発音数が少ないキーボードも散見される。

PC で作成された SMF が意図通りの表現で

再生されない例の中に、キーボードの同時発

音数が少ないことによることも少なくない。

現在の所、同時発音数が 32 音、48 音、96 音

という電子ピアノやキーボード、シンセサイ

ザーもある。一人で演奏するには十分な発音

数ではあるが、SMF を再生しようとする際、

その程度の発音数では意図通りに SMF が再

生されないことは十分に予想される。少なく

ても 128 音色の同時発音数は保障すべきであ

る。

（３）音色の操作

電子キーボードの第一の特性は、多様な楽

器音（音色）を駆使して表現に生かすことが

できるという点である。今や多くの電子キー

ボードは、MIDI 規格の 128 音色を越える多

彩な音色を内蔵し、学習者や演奏者の活用を

待っているのである。

そのような多種多様な楽器音について、学

習時あるいは演奏時における「選択・操作」

にかかわる機能として実現が期待されるの

は、次のようなことがらである。

ア、音色の選択については、数値ボタン、

ジョグダイヤル、＋－ボタンなど、種々の選

択方法が選択できるような仕様になっている

こと。

音色の選択は、演奏の途中で頻繁に行われ

ること、しかも迅速な操作が必要になること

が予想されることから、その時々の状況に応

じてどの方法を採用するかは演奏者に委ねら

れるべきである。そこで、現在考えられるだ

けの手段をすべて採用しておく必要がある。

イ、音色の選択順序は、前もってフラッシュ

メモリーなどのストレージに登録しておき、

演奏時の瞬時な音色を変更することが可能な

ようにする。

電子キーボードの活用に際しては、個別の

学習だけでなく、他者とアンサンブルをする

ことも重要な学習の場面となる。そうしたア

ンサンブルの場では、全曲を通して一音色で

演奏し通すことは少ない。曲の構成やフレー

ズの変化に沿って、例えば「オーボエ→フル

ート→ストリングス・・・」といった具合に

一人で複数のパートを担当し、その都度音色

を即座に変更し演奏する必要が生じる。

しかし、現在多く採用されている数字キー、

＋－キーなどのキー操作による音色選択の方

法では、瞬時の音色選択・変更は不可能であ

る。

たとえば GM 音源の配列では、ピアノは

No.1、バイオリンは No.41 であるが、ピアノ

の音色で演奏していた奏者があるフレーズか

らバイオリンに音色を瞬時に変更すること

は、困難である。

そこで、No.1、No.41 という具合に音色の

選択順序をキーボードに接続した内蔵のメモ

リーや外部のフラッシュメモリーなど登録し

ておき、演奏中に「Enter」キーなどを押すと、

登録された順番に即座に次の音色が呼び出さ

れるといった仕様になっていれば、瞬時の音

色変更が可能になると思われる。

その操作が「手」によるものではなく、ス

イッチングペダルを踏むなどの足の動作によ

るものであればなお、操作がし易いであろう。

何と言っても、両手は演奏するためにふさが

っているのだ。足による操作であれば、演奏

に支障をきたすことなく、音色の変更を行え

ることは言うまでもない。

ウ、音色編集の操作は、学習者のアナログな

感覚で操作できる仕様になっていること。

音色を一から作成するのは、一般の学習者

にとっては困難な作業である。

そこで、ファクトリーメイドの内蔵音色に

手を加えて編集し、目的の音色に近づけるこ
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とができるようにすることが実際的である。

具体的には、＋－キーやツマミ、レバーな

どを操作して、「アタックタイム」「リリー

スタイム」「レゾナンス」「カットオフ」な

どの音色構成に重要な働きをする要素に手を

加えることができるようにすることが望まれ

る。

ここで操作し、編集した音色は、内蔵音色

とは別にユーザートーンとして保存し、いつ

でも活用可能なデータと呼び出すことができ

るようなメモリー機能を装備しておくことも

望まれる。

編集・作成した音色データは、キーボード

内のメモリーはもとより、外部ストレージに

も保存可能であると望ましいが、それ以外に

も USB 接続された PC 上でも管理可能になっ

ていれば、より音色の管理と活用の自由度が

増すであろう。

（４）学習機能（または練習機能）について

ここで言う学習機能とは、外部記憶ストレ

ージ等から読み込んだ MIDI データに合わせ

て、学習者が右手、左手、両手など任意の練

習方法でマイナスワン演奏をしながら、自分

の必要感に基づいた練習を支える機能のこと

である。

例えば次のような MIDI データの構成によ

る学習を可能にする機能を装備していれば、

個々の学習者が「自己の問い」を核とした練

習に取り組むことが期待できる。

ア、MIDI データのチャンネル構成案

練習に供される MIDI データは、次のよう

なチャンネル構成で統一され、それが満たさ

れれば、誰が作成したものでも活用可能とし

ておくことで、学習を指導する教師がデータ

を作成し、学習環境を整えることが可能にな

る。

・１Ch. ～ 右手の演奏データ

・２Ch. ～ 左手の演奏データ

・３Ch.以降～伴奏データ

イ、予想される練習の実際

学習者は、自分の学習計画に基づいて、右

手や左手の練習を行う。

右手の練習を行う時には、１Ch.の自動演奏

がキャンセルされ、学習者はその１Ch.に設定

された音色で伴奏及び左手の MIDI 演奏に合

わせて鍵盤を奏し、練習を進めることができ

る。

以下、左手や両手の練習をする場合も同様。

さらに、学習者が間違えて演奏した場合に

は、伴奏の自動演奏が停止し、正しく鍵盤が

奏されるまで伴奏が待機するような仕様にな

っていれば、学習者は自己評価しながら確か

な練習を進めることができであろう。

ウ、練習モードの案

可能であれば、それぞれの練習方法につい

ては、いくつかのモードを設けたいところで

ある。

〈例〉

・練習モード案１～鍵盤が正しく弾けていな

くても、リズムが正しければその Ch.に入力

された音高で、しかも伴奏も停止・待機する

ことなく演奏をすることができる。たとえ、

同じ鍵盤を奏しても、リズムさえ合っていれ

ば MIDI データに入力されたそのパートの旋

律が再生されるので、学習者は負担を感じず

に、しかも正しく演奏できたであろう将来の

自分の姿を思い描きながら期待をもって学習

に取り組むことができるはずである。

・練習モード案２～鍵盤が正しく弾けていな

い時には、伴奏が停止・待機し、正しい鍵盤

が押され演奏されるのを促す。

・練習モード案３～いわゆるマイナスワン演

奏。鍵盤が正しく弾かれているかどうかにか

かわりなく、伴奏は自動演奏は続ける。練習

の成果を確かめる際には、このモードでチェ

ックすることができるであろう。

いずれの練習方法、練習モードでもテンポ

タップボタンや＋－キーを併用して自分の練

習したいテンポを任意にそして自在に設定で
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きるようになっていれば、より学習に弾みが

つく。

特に自分の演奏したいテンポでトントンと

ボタンを叩くことでデジタルでは設定しにく

いアナログな感覚による設定が可能な「テン

ポタップボタン」は、個別学習で有効に働く

はずである。テンポタップボタンについては、

いくつかの機種で搭載しているが、狭い操作

パネル上にいくつものボタンが並ぶことを好

ましくないと感じる指導者や学習者がいるこ

とも予想される。そこで、特別なボタンを設

けずに鍵盤にその機能を持たせることができ

れば、より実用的でありかつ実現化の可能性

も高まるはずである。

すなわち、学習者が演奏するテンポを感知し

て、伴奏がそのテンポに追随することができ

るようになっていれば、学習者は自分の思う

テンポで無理なく練習に取り組むことができ

る。

そればかりではない。そうしたことが可能

になれば、テンポの変化を学習者自身が積極

的につくりだし、音楽的な表現の工夫にも生

かすことができるはずである。

さらに、いずれの練習モードにおいても、

一時的に自分の演奏が記録され、ありのまま

に再現される機能を持っていれば、学習者は

客観的に自己の演奏を振り返り確かめ、自己

評価をもとに学習の深化を図ることができる

であろう。

すなわち無理なく自然に「問い返される」

ことにより、他者による指示や指導を一義的

とした「教えられることによる学習」ではな

く、自分がイニシャチブをとってつくりあげ

る学習を可能にする環境を構成できるのであ

る。問いが生まれ、その問いの解決に向けた

活動が行き詰まったことがあるとすれば、そ

の時こそ指導者の出番である。啐啄同時ある

いは啐啄同期と言われるように、学習者が必

要感に迫られた時こそ指導が受け入れられる

のであって、その必要感が生じるには学習者

にとって「止むに止まれぬ問い」「捨てては

おけない問い」が生まれるような学習環境が

不可欠なのだ。

そうした「問い返しのある環境」を構成す

るためにも、自己の演奏を客観的に見つめる

ことのできる録音機能を備えた練習モードは

有効に機能するはずだ。

以上のような練習機能は、デジタルな「電

子キーボード」だからこそ実現可能であり、

そうした機能がもたらす「音楽について学べ

る道具」として電子楽器を見直した時、その

存在意義はよりいっそう明確になるはずだ。

このような練習モードを備え、その機能を

充実させることは、学習のゴールをイメージ

しつつ粘り強く取り組み、自分にとって意味

のある学習をめざし学習を築き上げる「独り

学び」を可能にするばかりでなく、他と協調

して演奏しようとするアンサンブルの能力や

構えを培う上でも良い影響をもたらすことが

期待できる。

音楽の流れの中で、伴奏に合わせてタイミ

ングよく歌い出したり、自動演奏で奏される

伴奏のダイナミクスの変化を聴き取って強弱

の変化を工夫したりする学習は、「独り学び」

とは言え独善的な表現に陥らずアンサンブル

への発展を志向させる環境をもたらすものと

思われるからである。

（５）液晶ディスプレイの採用について

上記の練習機能が学習者にとってより有効

に働くためには、いま自分が演奏しようとす

るパート（Ch.）の MIDI データを楽譜として

表示し、かつ演奏する際の鍵盤位置がリアル

タイムに表示される液晶ディスプレイを装備

していることが望ましい。

市販の楽器の中には、「光る鍵盤」を備え

たものがあるが、そのことで学習者が意識で

きるのは「鍵盤の位置を追いかけること」だ

けである。

まるでモグラ叩きのゲームのように、光る

鍵盤を目で追い、音楽を追いかけて鍵盤を探

る活動は、それだけでは音楽活動あるいは音
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楽の学習とは呼べない。

音楽を学習する上で必要なことは、音符と

鍵盤の位置を対応させて認識しつつ学習する

ことだからである。

そこで、楽譜上の音符と鍵盤の位置を同時

に指し示すことのできるディスプレイを見な

がらの練習ができるような仕様になっている

ことが望ましいと考えられるのである。

いま弾こうとしているフレーズや音符が楽

譜の上で反転表示されていたり、点滅するグ

リッドやポイントで指し示されるようになっ

ており、同時に表示されている鍵盤の位置も

反転表示されるようになっていれば、学習者

にとって目と耳で（音符、鍵盤、実際の演奏

音で）確かめながらの学習が可能になるであ

ろう。

現在のところ、電子キーボードにそのよう

なディスプレイが装備されているものは多く

はない。そうした中、ローランド社製の電子

ピアノのある機種には、譜面立てに大型の液

晶ディスプレイが組み込まれ、精細な楽譜が

表 示 で き る よ う に な っ て い る 。

【譜面台に組み込まれた液晶パネル】

この「ディスプレイを譜面立てに組み込む」

というしつらえは、譜面立ての広いスペース

を有効に使って大型の液晶パネルを装着でき

ることから、筆者も 10 年以上前からあたため

ていたアイディアであった。

本体の操作パネル上に液晶ディスプレイを

装備したキーボードは少なくないが、それで

は広いスペースが確保できず、楽譜を表示す

るに足る大型液晶を組む込むことは困難であ

る。その点、譜面立てであれば他に影響を及

ぼさずに楽譜を表示できるだけの十分なスペ

ースを確保できる。

時間の流れとともに推移していく音楽であ

るから、表示する楽譜は少なくてもピアノ譜

で 16 小節程度は表示できるものが欲しい。す

ると、最低でも 10 インチ程度の液晶ディスプ

レイが必要になる。そのスペースを確保する

上でも、譜面立ての有効活用が望まれるので

ある。

しかも、この機種では外部のディスプレイ

を接続する RGB 端子も装備されており、よ

り大型の画面に楽譜を表示することもできる

ようになっている。3

【外部ディスプレイ】

さらに、この機種ではビデオアウト端子も

装備されており、家庭用のテレビをディスプ

レイとして使用することも可能にしている

ことから、より大きな画面で楽譜その他の情

報を視認することができる仕様になってい

る。

また、次の写真のようにヤマハの一部の機

種4でも操作パネルに液晶ディスプレイが装

備されていたり、別の機種では本体裏の RGB

端子に外部ディスプレイを接続することでよ

り大きな画面に映し出すことを可能にしてい

3
ローランド 電子ピアノ HPi-7s

4
ヤマハ 電子ピアノ DGX-630
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るものもある。5

こうしたディスプレイを装備することで、楽

譜を目と耳で確認し、記号としての楽譜を

「音楽」として学習者に提供してくれる楽器

となる。

紙に印刷された楽譜は、目で追うことはで

きても、そこから音は聞こえてこず、目と耳

で確かめ、音楽として聞かせてくれ学習をう

ながす機能の装備は、これからの「音楽の学

習」に大きな働きをなすものと期待できる。

ここで表示される楽譜のデータは、市販の

MIDI データや楽器に内蔵されているデモ・

ソングだけでなく、当然のことながら接続さ

れた PC から読み込んだデータや外部記憶メ

ディアから読み込んだデータでも表示され

る。機種によって、表示されるトラック（Ch.）

の違いはあるが、データを作成する際に表示

させたいCh.の設定を機種ごとにすることで

機種に応じた任意のトラックの表示が可能

である。

いまや薄型テレビの代表となった感のあ

る液晶ディスプレイであるが、液晶テレビの

製造コストの 40～60％は液晶にかかる費用

だと言われるほどであり、決して安価ではな

い。

しかし、現在実用化の開発が進められてい

る有機 EL ディスプレイの実用化と普及が進

めば、より安価なディスプレイの装備が可能

になるであろう。

学習者にとって「いま何が必要か」「どの

ような学習が必要か」を指導者の目で見極

5
ヤマハ クラビノーバ CVP-405、CVP-407、CVP-409 シ

リーズ

め、その学習に無理なく進んで取り組めるよ

うにする学習環境整備の重要な手段として

MIDI データの活用を考えるのであれば、こ

うしたディスプレイの装備を望む指導者は

多いであろう。

ここで教材として供される MIDI データ

が、SMF with Lyrics 形式6のものであれば、

このディスプレイに楽譜と歌詞を表示させ、

自動演奏に合わせて歌うことも可能である。

SMF with Lyrics 形式のデータは、いくつ

かの DTM ソフトで作成可能である。

そこで作成された教材曲を再生しながら、

ディスプレイに映し出された楽譜と歌詞を

見、友だちと一緒に歌うという活動は、音楽

を学習する上で大切である。こうした環境を

つくることで、鍵盤楽器の奏法について学習

するだけでなく、歌い、演奏し、表現につい

て考え学ぶ場を提供することができるはず

である。

それは当然のことながら、子どもを対象に

した指導の場面だけでなく、一般市民を対象

にした「音楽の学習の場」でも有効に機能す

るはずである。

将来的には楽譜だけでなく、キーボードの

操作画面をディスプレイに呼び出し、画面に

タッチすることで種々の操作が行えるよう

に、タッチパネル方式のディスプレイが標準

装備されれば、より活用の利便性が増すであ

ろう。

ディスプレイの装備は、単に利便性が増す

というだけでなく、学習を変化させ、指導の

あり方にも変化を引き起こすという点によ

り大きな意味があると考えている。

ディスプレイを備えた数台のキーボード

を使用して簡易 LAN を組んで学習指導をす

ることが可能になれば、どのキーボードのど

のディスプレイにも同じ楽譜を表示させ、あ

るフレーズを譜面上で範囲指定して練習を

促すなど、言葉によらないわかりやすく的確

な指示でできるようになるからである。

6
歌詞付きの SMF をヤマハでは「XF」と呼んでいる
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それゆえ、普及型の比較的安価なキーボー

ドであっても、このディスプレイが標準装備

されること、あるいは RGB 端子を備えるな

どのことは大いに望まれるところである。

３．その他

（１）エフェクトの内蔵

個別の学習だけでなく、少人数のグループ

によるアンサンブルやより規模の大きい合奏

などで活用することも予想されることから、

リバーブやコーラス、DSP（デジタルサラウ

ンドプロセッサ）、イコライザーなどのエフ

ェクトを内蔵していることが望ましい。

とりわけ残響を再現するリバーブは、電子

楽器による演奏を語る上で欠かせないもので

ある。私たちが現実に耳にする楽器音や演奏

音で、残響を伴わないものは無響室で聴くも

のでない限り皆無といってよく、それだから

こそ「自然な音」に聞こえるのだ。電子楽器

がつくりだす残響効果を施さないドライな音

では、不自然にしか聞こえず心地よさも生み

出さない。そこで少なくてもリバーブ効果に

ついては、どのような機種であれ備えている

必要があるし、その係り具合を任意に設定で

きるようになっていることが望まれる。

現在のところ、内蔵音にあらかじめそうし

たエフェクトが施してある機種は多いが、そ

の効果の程度を演奏者が任意に設定できるも

のはシンセサイザーを除けば多くはない。

音について考え、響きについて考えながら

音楽に創造的にかかわっていけるようにする

ためには、是非とも任意な設定が可能なエフ

ェクトを標準装備していることが望まれる。

（２）コントローラーの開発と充実

どのような学習に活用するにせよ、ボリュ

ームペダルやエクスプレッションペダルは不

可欠である。

音楽的な演奏表現に欠かせないダイナミク

スの表現や他の楽器とのバランスを図る操作

などには欠かせないからである。

シンセサイザーや電子オルガン、ポップキ

ーボードなどの類にはボリュームペダルが標

準で装備されているが、残念ながら電子ピア

ノにはついていない。電子ピアノはその誕生

の時から、アコースティックなピアノに近づ

くことを目標としており、初期の電子ピアノ

に搭載されていたのは数種類のピアノの音色

だけであった。減衰系の音色のみを扱ってい

た頃とは比較にならないほど多様な音色で演

奏可能になった現在、ボリュームペダルが装

備されていないというのは、学習者にとって

不都合な面が多い。オルガンやストリングス

などのホールド系の音色で演奏する際に、楽

器に歌わせるのは「ボリュームペダル」だか

らである。

たとえ、電子ピアノであっても、扱う楽器

音にそうしたホールド系の音色が多く採用さ

れるようになった現在の状況を考えると、表

現上の自由を保障する上で、ボリュームペダ

ルの装備は欲しいところである。

先に「楽器に歌わせるのはボリュームペダ

ルである」と書いたが、電子オルガンではエ

クスプレッションペダルがその役割を担って

いる。MIDI のコントロールでは、ボリューム

（コントローラー・ナンバー7）、エクスプレ

ッション（コントローラー・ナンバー 11）と

区別しているが、いずれも「音量を調節する」

ためのものである。

しかし、ボリュームペダルは「音量の変化」

こそ表現できるが、強弱の変化に伴う「音色

の変化」には対応していない。

弦楽器にしろ管楽器にしろ、強く演奏する

時と弱く演奏する時とでは、単なる音量の変

化だけではなく音色も変化し、それが表現を

豊かに生き生きとしたものにしていると言っ

て良い。

楽器を強く奏する時と弱く奏する時とで

は、倍音成分や波形に差異があり、それが音

質の違いに現れて力強さや柔らかさといった

表現を生み出すのだが、MIDI のコントロール

ではそれを「ベロシティーの変化」として自
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在にパラメータを設定でき制御可能なものと

している。

つまり、電子キーボードでもベロシティー

をコントロール可能なものとしてはじめて、

豊かな音楽表現の可能な楽器として位置づけ

ることができるのである。

現在のところ、多くの電子オルガンを含む

電子キーボードでは、そのコントロールを「キ

ーボードを押す強さ、速さ」といったタッチ

センス、「キーボードを押した後の圧力」で

あるアフタータッチで表現できるようにして

いる。

しかし、これは指の繊細なコントロール技

術が要求されるため、人間にとって自然で無

理のないコントロール方法であるとは言い難

い。人間にとって最も自然で無理なく音色の

変化を伴う強弱の表現を可能とするのは、

「息の強さ（ブレスコントロール）」である。

人間の思いが最もダイレクトに表出されるの

は「息づかい」であり、特別な訓練を経なく

ても歌うことさえできれば誰でも自分の声を

息でコントロールし、思いのままに操ってい

るからである。

十分な表現活動の可能性を保障するには、

ボリュームやエクスプレッションばかりでは

なく、ベロシティーのコントロールができる

よう人間工学に基づいた「人間にとって自然

な」「人間の息づかいが直接伝わるような」

インターフェイスの開発が切に望まれるので

ある。

４．まとめにかえて

電子キーボードをはじめとする電子楽器

は、その特性をもって自立的・自律的な学習

をうながし保障する環境構成に有効であるこ

とは言うまでもない。それは、学習対象への

自らの働きかけが有効であったかどうかにつ

いて自己評価しつつ「学習をつくりあげる」

力と構えの育ちに好ましい影響をもたらすと

考えられるからである。

デジタルな電子キーボードだからこそ、自

らの音楽への働きかけを客観的に振り返り、

確かめることが可能になるからであるが、そ

の際にここで取り上げた各機能の充実やいっ

そうの開発が電子キーボードを「学ぶための

楽器」として存在意義を高めるに違いない。

自身の学習の記録として、あるいは振り返

る手がかりとしてテープレコーダーや MD あ

るいは IC レコーダーなどに録音し再生するこ

とは、よく行われることである。

しかし、それはマイクロフォンを通した録

音であり、その忠実度と再生音の品位は使用

する機材のスペックや録音テクニックに左右

される。また、録音する際の周囲の雑音から

は逃れようもない。

だが、録音機能を併せ持った練習モードを

備えたキーボードであれば、外部に出た演奏

音ではなく内部だけの処理が可能なため、あ

りのままに再現して見せてくれるのだ。また、

録音に際して第三者の協力を仰ぐまでもな

い。自分で演奏し、自分で録音し、自分で再

生して確かめ、自分で心ゆくまで深めるとい

った具合に、独自の学びを展開することもで

きるのだ。

そのような学習環境における活動は、「基

礎から積み上げていく学び」だけでなく「基

礎に降りていく学び」をもうながし、学習者

自身の手による「実りある学び」の構築につ

ながることは言うまでもない。

そこでは学習対象の中に見いだした学習者

自身の「問い」をベースに活発な活動が展開

され、「探る・発見する・気づく・つくる」

といった主体的な動きによる学びが次々と問

いを生み、自らの世界と力の広がりの実感し

つつ学習をつくりあげる姿が期待できる。

それは、義務教育諸学校の児童・生徒から、

生涯学習の場で学ぶ熟年・高齢者の学びに至

るまで共通して言える望ましい学習の姿であ

ると言って過言ではない。

そのような切実な「問い」が生じるために

は、学習者が教材から「問い返される」よう

な環境が不可欠だと考えているが、上述のよ
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うに電子キーボードは、その「問い返す機能」

をその特性の重要な一つとして持っているの

だ。

それら種々の「学びの環境をつくりだす」

機能を開発・充実・発展させていくことが、

電子キーボードの存在意義を高め、位置を確

立することにつながるはずである。そうした

機能の開発については、各楽器メーカーが蓄

積してきたテクノロジーをもってすれば、実

現は困難ではないはずだ。ユーザー側にどの

ようなニーズがあるかがわかれば、そしてど

のような活用が期待できるのかがわかれば、

ニーズに沿った製品の開発に力を注ぐ準備は

できているのではないかと思われる。

個人的にメーカーに提案するだけでなく、

本学会における研究の一環としてニーズや活

用の意義そして展望についてまとめ、各メー

カーに提言していくことも「電子キーボード

の音楽的・教育的可能性」を広げる、という

本学会の存在意義に強く沿うものであるに違

いない。

（i-moa 音楽教育研究所 にた えつろう）


